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科目名 
 

情報社会学A 

対象学科・学年 
  人間人社3回生  
   
   
  
  

担当者 
 

小坂 暢幸 

 授業テーマ 
   実社会で活躍しているコンピュータシステムを知り、社会に出てからも役立てる。 
 授業の概要と目標 
     情報化社会と言われ、様々な情報処理機器や、パーソナルコンピュータが稼動している。又、インターネットや 

カード社会など、媒体もいろいろな形で存在している。 
    情報処理システムの役割や仕組みを知り、実社会に出て、役立つ講義内容とする。講師は、実社会のコンピュータ 

会社の経営者で、具体的なシステム内容や、ビジネスについて講義する。 

 評価方法 
     出席率(７０％)と、リポート提出(３０％) 

 テキスト 
     情報社会学（Ⅰ） 

 著書 
   小坂 暢幸 

 出版社 
  ㈱ｵｰｸﾋﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞ  ー

 参考書  
 

 著書  出版社 

授業スケジュール・内容 
 

 前  期 
      １．情報と情報処理             情報と、コンピュータの基本構造を知る。 

    ２. 情報処理システム      コンピュ－タ機器の仕組みや、構造を知る。  

      ３．情報の保管システム          情報はファイルという名で保管され、原理と装置を知る。 
    ４．通信とネットワーク     ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑ等、ネットワ－クに関するｼｽﾃﾑを知る。 
    ５．データとデータベース    データの扱いと、データベースについて知る。 
    ６．情報産業と業界       コンピュータ業界の構成や、業種の内容を知る。 
    ７．販売と販売管理       ビジネスの仕組みで、販売から納入、集金までの流れを知る。 
    ８．流通システム        卸売、小売、コンビニ、運送系等、流通システムを知る。 
    ９．交通システム        ｵﾝﾗｲﾝ･ﾘｱﾙﾀｲﾑｼｽﾃﾑで、みどりの窓口等の、交通関連の仕組みを知る。 
   １０．カード社会         ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ､ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ等、様々なｶｰﾄﾞの仕組みと注意点を知る。 
   １１．金融システム        銀行の仕組み、銀行で活躍するｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、ATM等を知る。 

   １２．高速道路と情報処理     ＥＴＣなど高速道路での情報処理システムを知る。 

   １３．コンビニと情報機器     コンビニでの情報機器について知る。 

   １４．非接触ＩＣカ－ド      ＩＣＯＣＡなど、非接触ＩＣカ－ドを活用したシステムを学習する。 

   １５．全地球測位システム     ＧＰＳなど、位置確認システムの仕組みを知る。 

 

 


